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指標３
（単位：件 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

11,514

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

実績値

◆総合計画における位置付け等 平成21年8月3日記入

23.6
0

22

98,690 73,217

人件費

総事業費・人員
（単位：千円・人）

３　事業費                       　　　　　　　　　　     （単位：千円）

事業費

年度

目標値

２　施策の概要
   資源・エネルギーの有効利用のための太陽光発電設備設置促進事業や、生活排水による河川・ダム湖の水質汚濁を防止するための
合併処理浄化槽設置補助事業などの施策を実施して環境負荷の低減を進めるとともに、ＩＳＯ14001環境マネジメントシステムの推進によ
り、市も一事業者として自らの事業活動に伴う環境負荷の低減に努めている。
   また、本市の自然的・社会的諸条件を踏まえた新エネルギーの導入促進を図るとともに、地球温暖化防止に関する意識啓発のための
取組を進める。

合併処理浄化槽普及率
高度処理型浄化槽設置基数

環境マネジメントシステムの取組にお
ける評価件数

平成20年度（決算）

環境経済局

環境対策課

１　施策の目的

佐久間和男課長名

第１章　人と自然にやさしい地域社会をつくります

環境負荷の低減を進めるしくみづくり

目標値の考え方（根拠）指標の基準値の定義

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

４　成果・活動指標

   地球温暖化対策を推進するとともに、大量消費・大量廃棄型の生活スタイルを見直し、資源・エネルギーの有効利用の普及促進や市民
意識の啓発、河川の水質浄化など良好な水環境の保全に努め、地球環境の保全に向け、環境への負荷の低減を進める。

平成19年度（決算） 増減の主な理由

34,696 29,705

50
15183

目標値

167.4 178.2173.3

実績値実績値 目標値

指標１
（単位：kg ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標２
（単位：基 ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

173.3173.3

23.7
37

45
25

26

1.1

22 46

13,690

基準値

157.5 173.3

目標値

14,498

住宅用太陽光発電設備設置補助に
よるＣＯ２排出削減量

環境マネジメントシステムにおいて環境負荷の低減に有効
な取組として評価された件数(H19)

平成17年度における住宅用太陽光発電設備設置補助の
対象となった太陽電池の最大出力の合計(ｋW)をＣＯ２排出

量に換算
H17  464.6(kW)×0.339=157.5(kg-CO2)

参考：H16  100.8kg-CO2  H18  168.7kg-CO2

市内全ての浄化槽基数の内、合併処理浄化槽の基数
（合併処理浄化槽の基数÷市内全ての浄化槽基数）×100
かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画(H19～23)に
より、ダム集水域の高度処理型浄化槽の整備に着手する
前の状態(H18：0基)

更なる導入促進を図るため指標を件数から
太陽光発電によるＣＯ２排出削減量に変更

し、基準値である17年度157.5kgの10％増で
ある173.3kgを毎年度の目標値とする。

水質汚濁の防止に効果的な合併処理浄化
槽の普及率を伸ばす。
ダム湖水質の改善を図るために効果的な、
窒素・リンを除去する高度処理型浄化槽の
各年度設置計画基数を目標値とする。(H19
～23の合計で381基)
基準値である22件を毎年度２０％ずつ増加
させる。

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標

第１節　地球環境の保全に向けた取り組み

21120

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

140 103

2

ゆとりある　みどり豊かな環境共生都市をめざして

1

指標４

指標３

指標２

指標１

3

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



有効性

課題

   地球環境の保全に向けた取組の推進に当たっては、特に、市域の自然的・社会的条件に応じた環境負荷の
低減が大きな課題であり、さまざまな主体による仕組みづくりがより一層重要となっている。

解決策

   新たな環境基本計画と併せて、(仮称)地球温暖化対策実行計画を平成２１年度中に策定し、２２年度から、
市民・事業者・行政の連携と協働による総合的な取組をより一層進める。

効率性

最小の経費で最
大限の効果を得
られるよう、効率
的に事業を実施し
ている

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.373で全119施策の中で21番目。
○重要度は4.344で10番目である。
○改善要望度は0.221で23番目である。

Ｈ20評価点評価点

２次評価

10
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1

合計

１次評価

Ａ

市民満足度調査
により市民ニーズ
を把握し、市民の
立場に立って事
業展開している

市民満足度

評価基準・
着眼点

4　2　1

4　2　1

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　1

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施し
ている

環境負荷の低減を進めるしくみづくり

20代

30代
40代

50代 60代

70歳以上

北部

西部
南部

津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 3.373 21位 4.344 10位
２０代 3.394 14位 4.308 21位
３０代 3.371 18位 4.383 10位
４０代 3.324 21位 4.390 7位
５０代 3.328 19位 4.341 8位
６０代 3.375 31位 4.350 12位
７０歳以上 3.462 32位 4.262 16位
北部 3.397 23位 4.417 5位
西部 3.351 35位 4.322 13位
南部 3.414 17位 4.267 14位
津久井 3.289 29位 4.327 14位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△



＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向
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